
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
カテーテルのハブを備えた近位の端部を有する管状のカテーテルと、
上記カテーテルの中に挿入されるように適応された針とを備え、上記針は、針のハブを備
えた近位の端部を有し、上記針のハブは、上記針の遠位の端部における針先が上記カテー
テルから突出するように、上記カテーテルのハブと隣接し、
上記針の上にシフトするように適応された一体化された針保護手段を備え、上記針保護手
段は、上記カテーテルのハブの中空の空間の中に配置され、上記針が上記カテーテルに対
して相対的に引き込まれるときに上記針の不規則に構成された部分と嵌合することによっ
て上記針保護手段を上記カテーテルのハブの近位の端部から離れるように移動する嵌合要
素を備えた静脈カテーテル装置において、
上記静脈カテーテル装置は、上記カテーテルのハブの中空の空間の中に突出して上記針保
護手段のための保持要素を形成する突起をさらに備え、
上記突起は、実質的にリング形状である環状形状を有して上記針保護手段を上記カテーテ
ルのハブに保持し、
上記針保護手段は、外側に向かって延在しかつ弾力的に対向する一対の係合部 備え、上
記一対の係合部は、上記カテーテルのハブの中空の空間において上記突起 するよう
に 互いの方向に向かって弾力的に移動可能であり、
上記針保護手段は、上記針の外壁に対してそれぞれ反対の側から付勢するための唇状部を
さらに備え、上記唇状部は
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、
上記針の不規則に構成された部分は変形によって形成され、互いに反対の向きに方向付け
られた２つの凸部と、上記凸部に対して直角に配置されかつ互いに反対の向きに方向付け
られた２つの凹部とを含み、

上記針保護手段は、上記一対の係合
部が上記突起によって押されて内側に向かって弾力的に移動してその後で上記突起と固定
的に嵌合するまで、上記カテーテルのハブの内部に向かって前進され、

場合において、上記針が引き込まれるとき、上記一対の係合
部が上記突起から自由に動作しかつ上記針保護手段が上記針とともに上記カテーテルのハ
ブから離れるように移動するように、上記針保護手段の唇状部が上記針先 かつ上記
針の不規則に構成された部分が上記嵌合要素と嵌合するまで、上記突起は上記針保護手段
を保持することを特徴とする静脈カテーテル装置。
【請求項２】
カテーテルのハブを備えた近位の端部を有する管状のカテーテルと、
上記カテーテルの中に挿入されるように適応された針とを備え、上記針は、針のハブを備
えた近位の端部を有し、上記針のハブは、上記針の遠位の端部における針先が上記カテー
テルから突出するように、上記カテーテルのハブと隣接し、
上記針の上にシフトするように適応された一体化された針保護手段を備え、上記針保護手
段は、上記カテーテルのハブの中空の空間の中に配置され、上記針が上記カテーテルに対
して相対的に引き込まれるときに上記針の不規則に構成された部分と嵌合することによっ
て上記針保護手段を上記カテーテルのハブの近位の端部から離れるように移動する嵌合要
素を備えた静脈カテーテル装置において、
上記静脈カテーテル装置は、上記カテーテルのハブの中空の空間の中に突出して上記針保
護手段のための保持要素を形成する突起をさらに備え、
上記突起は、開口部を備えた止めリングであり、上記カテーテルのハブの内壁の溝に嵌合
するように設けられ、上記針保護手段を上記カテーテルのハブに保持し、
上記針保護手段は、外側に向かって延在しかつ弾力的に対向する一対の係合部 備え、上
記一対の係合部は、上記カテーテルのハブの中空の空間において上記突起 するよう
に 互いの方向に向かって弾力的に移動可能であり、
上記針保護手段は、上記針の外壁に対してそれぞれ反対の側から付勢するための唇状部を
さらに備え、上記唇状部は

、
上記針の不規則に構成された部分は変形によって形成され、互いに反対の向きに方向付け
られた２つの凸部と、上記凸部に対して直角に配置されかつ互いに反対の向きに方向付け
られた２つの凹部とを含み、

上記針保護手段は上記止めリングと
ともに上記カテーテルのハブの内部に向かって前進され、上記止めリングを上記カテーテ
ルのハブの内壁の溝に嵌合するようになるまで上記カテーテルのハブの内部に向かってさ
らに前進させることによって上記突起は形成され、

場合において、上記針が引き込まれるとき、上記一対の係合部が
上記突起から自由に動作しかつ上記針保護手段が上記針とともに上記カテーテルのハブか
ら離れるように移動するように、上記針保護手段の唇状部が上記針先 かつ上記針の
不規則に構成された部分が上記嵌合要素と嵌合するまで、上記突起は上記針保護手段を保
持することを特徴とする静脈カテーテル装置。
【請求項３】
カテーテルのハブを備えた近位の端部を有する管状のカテーテルと、
上記カテーテルの中に挿入されるように適応された針とを備え、上記針は、針のハブを備
えた近位の端部を有し、上記針のハブは、上記針の遠位の端部における針先が上記カテー
テルから突出するように、上記カテーテルのハブと隣接し、
上記針の上にシフトするように適応された一体化された針保護手段を備え、上記針保護手
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段は、上記カテーテルのハブの中空の空間の中に配置され、上記針が上記カテーテルに対
して相対的に引き込まれるときに上記針の不規則に構成された部分と嵌合することによっ
て上記針保護手段を上記カテーテルのハブの近位の端部から離れるように移動する嵌合要
素を備えた静脈カテーテル装置において、
上記静脈カテーテル装置は、上記カテーテルのハブの中空の空間の中に突出して上記針保
護手段のための保持要素を形成する突起をさらに備え、
上記突起は、環状形状を有し、少なくとも２つの対向する位置における４つの中断部によ
って互いに分離された４つのセグメントにてなり、上記針保護手段を上記カテーテルのハ
ブに保持し、
上記針保護手段は、上記針に対する軸方向に見える４つのコーナー部を備え、上記４つの
コーナー部は、上記各中断部を通過するように適応され、
上記針保護手段は、外側に向かって延在しかつ弾力的に対向する一対の係合部 備え、上
記一対の係合部は、上記カテーテルのハブの中空の空間において上記突起 するよう
に 互いの方向に向かって弾力的に移動可能であり、
上記針保護手段は、上記針の外壁に対してそれぞれ反対の側から付勢するための唇状部を
さらに備え、上記唇状部は

、
上記針の不規則に構成された部分は変形によって形成され、互いに反対の向きに方向付け
られた２つの凸部と、上記凸部に対して直角に配置されかつ互いに反対の向きに方向付け
られた２つの凹部とを含み、

上記針保護手段の上記一対の係合部
は、上記４つのコーナー部が上記各中断部を通過するまで上記針保護手段を上記カテーテ
ルのハブの内部に向かって前進させることと、上記４つのコーナー部が上記各中断部を通
過した後で上記針保護手段を回転させることとによって、上記突起と固定的に嵌合し、

場合において、上記針が引き込まれるとき
、上記一対の係合部が上記突起から自由に動作しかつ上記針保護手段が上記針とともに上
記カテーテルのハブから離れるように移動するように、上記針保護手段の唇状部が上記針
先 かつ上記針の不規則に構成された部分が上記嵌合要素と嵌合するまで、上記突起
は上記針保護手段を保持することを特徴とする静脈カテーテル装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、静脈カテーテル装置に関し、特に、針がカテーテルから離れるように移動した
ときに針先へと摺動し、かつ針先を物体又は人に刺し込むことができないように上記針先
を永久的にブロックする針保護手段を備えた静脈カテーテル装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
本発明に係る請求項１の特徴部分において基礎としている従来技術の静脈カテーテル装置
は、国際出願の国際公開ＷＯ９９／０８７４２号の明細書から公知である。上記カテーテ
ル装置は、近位の端部においてカテーテルのハブを有する管状のカテーテルと、カテーテ
ル中に挿入されるように適応され、かつ近位の端部に針のハブを備えた中空の針と、針保
護手段とを備える。針保護手段は、カテーテルのハブの中空の空間の中に位置し、上記中
空の空間は針のハブによって閉じられ、そこにおいて、針は針保護手段を通過し、上記針
保護手段は鋼にてなるスプリング部を備え、針は、上記スプリング部を通って摺動するよ
うに適応されている。針保護手段は、針がカテーテルに対して相対的に引き込まれたとき
に、上記針保護手段をカテーテルのハブの近位の端部から離れるように移動するために、
針の不規則に構成された部分と嵌合する嵌合要素を備えている。針保護手段は、カテーテ
ルのハブの中空の空間の壁に対して付勢するスプリング鋼にてなる、曲がった金属板の部
分を備え、上記付勢によって、上記金属板の部分は支持されている。針が引き込まれて針
保護手段が針先の上に移動されているときには、上記支持はもはや与えられず、上記移動
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によって、針保護手段は保護されている。次いで、針保護手段は、針とともに、カテーテ
ルのハブの中空の空間から離れるように移動することができる。公知のカテーテル装置の
場合において、針保護手段が固定的に嵌合する突起は、カテーテルのハブの内壁に鋳型成
形された保持突起か、又は保持溝として構成される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
針保護手段を備えたカテーテル装置は、カテーテルのハブの中空の空間における針保護手
段の信頼性のある支持が保証されるように、カテーテルのハブの内側における突起の上で
移動される必要がある針保護手段の曲げ部又は屈曲部を用いて、針保護手段がカテーテル
のハブにおいてしっかりと固定されなければならないという問題を引き起こす。
【０００４】
本発明の目的は、以上の問題点を解決し、針保護手段をカテーテルのハブ内にしっかりと
固定することが容易化された、上記針保護手段を備えた静脈カテーテル装置を提供するこ
とにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る静脈カテーテル装置によれば、カテーテルのハブ（２６）を備えた近位の端
部を有する管状のカテーテル（２４）と、
上記カテーテル（２４）の中に挿入されるように適応された針（１６）とを備え、上記針
（１６）は、針のハブ（１２）を備えた近位の端部を有し、上記針のハブ（１２）は、上
記針（１６）の遠位の端部における針先（１８）が上記カテーテル（２４）から突出する
ように、上記カテーテルのハブ（２６）と隣接し、上記針（１６）の上にシフトするよう
に適応された一体化された針保護手段（１２０）を備え、上記針保護手段（１２０）は、
上記カテーテルのハブ（２６）の中空の空間（２７）の中に配置され、上記針（１６）が
上記カテーテル（２４）に対して相対的に引き込まれるときに上記針（１６）の不規則に
構成された部分（１３８）と嵌合することによって、上記針保護手段（１２０）を上記カ
テーテルのハブ（２６）の近位の端部から離れるように移動する嵌合要素（１２７）を備
え、
上記カテーテルのハブ（２６）の中空の空間（２７）の中に突出する突起（１３６ａ、１
３６ｂ、１３６ｃ、１３６ｄ）を備え、上記突起（１３６ａ、１３６ｂ、１３６ｃ、１３
６ｄ）は、上記針保護手段（１２０）のための保持要素を形成する静脈カテーテル装置に
おいて、
上記突起（１３６ａ、１３６ｂ、１３６ｃ、１３６ｄ）は、一般に環状の形状にてなり、
上記カテーテルのハブ（２６）の少なくとも２つの対向する位置に延在することを特徴と
する。
【０００６】
また、上記静脈カテーテル装置において、上記突起（１３６ａ）は連続なリングであるこ
とを特徴とする。
【０００７】
本発明の目的は、上記特徴を有する発明によって解決される。従って、突起は、一般に環
状の形状に属し、かつ、カテーテルのハブの少なくとも２つの対向する位置に延在する。
このことは、針保護手段がともに固定的に嵌合する突起が、局所的な単独の突起であるだ
けではなく、中空の空間の円周の全体に渡って一般に延在する不連続なリングか又は開い
たリングであるということを意味する。以下に記述されるように、一般に環状の突起は、
１つ、２つ又はそれよりも多くの中断部を有し、特に４つの中断部を有してもよい。突起
は、少なくとも６０°の各円周領域上で連続な構成に属する。従って、針保護手段を、カ
テーテルのハブに対して相対的に、予め決められた回転角で正確にしっかりと固定する必
要はない。針保護手段は、その機能に影響することなく、続いて複数回だけ回転させるこ
とができる。
【０００８】
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上記静脈カテーテル装置において、上記突起（１３６ｂ）は、開口部（１３７）を備え、
かつ上記カテーテルのハブ（２６）の内壁の上の溝に嵌合するように設けられた止めリン
グであることを特徴とする。
【０００９】
また、上記静脈カテーテル装置において、上記突起（１３６ｃ、１３６ｄ）は、少なくと
も２つの対向する位置における中断部（１３７）によって互いに分離された複数のセグメ
ントにてなることを特徴とする。
【００１０】
さらに、上記静脈カテーテル装置において、上記突起（１３６ｄ）は、４つの中断部（１
３７）によって互いに分離された４つのセグメントにてなり、上記針保護手段（１２０）
は、上記針に対する軸方向に見える４つのコーナー部（２５０）を備え、上記４つのコー
ナー部（２５０）は、上記各中断部（１３７）を通過するように適応されたことを特徴と
する。
【００１１】
突起は、中断部をまったく持たない連続なリングとして構成されてもよい。この場合、針
保護手段は、曲げ部が突起の上に移動することを可能にするように、しっかりと固定する
処理の間の所定の短い時間だけ、曲げ部の領域において強く変形される必要がある。少な
くとも１つの中断部を有する突起を備えた他の変形例では、しっかりと固定する処理の間
の針保護手段のそのような強い変形は必要でない。
【００１２】
その長手方向に沿った１つの位置に組み立て工具が構成されてもよく、それによって、そ
れは、針保護手段を上記組み立て工具と回転可能に結合するように、針保護手段と嵌合す
る。この場合、カテーテルのハブの中空の空間の内部にある針保護手段も回転するように
、組み立て工具を回転することが可能である。この方法で、針保護手段は、突起を通過で
きる回転の位置と、突起と固定的に嵌合するもう１つの回転の位置とに設けることができ
る。このことは、特に、針保護手段に強い力を作用させることなく、カテーテルのハブの
中空の空間に針保護手段を簡単にしっかりと固定することを可能にする。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。本願明細書において、「
近位」の語は、当該静脈カテーテル装置の使用者（例えば、医者や看護婦）からの近位で
あり、かつ患者から離れた位置を意味し、また「遠位」の語は、当該静脈カテーテル装置
の使用者からの遠位であり、かつ患者に近い位置を意味する。
【００１４】
図１に図示された本発明の実施形態に係る静脈カテーテル装置は、その近位の端部（患者
から離れた側）において、カテーテルのハブ２６の遠位の端部と同心的に接続された、延
在する中空の管状カテーテル２４を備える。上記カテーテルのハブ２６は、カテーテル２
４の内部空間と連通し、かつ近位の端部において開いた中空の空間２７を有する。
【００１５】
針１６はカテーテル２４を通過する。針１６は、鋼にてなり、遠位の端部において針先１
８を備えた、長手方向に延在する中空の針である。遠位の端部１８から所定の距離だけ離
れた位置に、不規則に構成された部分１３８が設けられる。本実施形態においては、上記
不規則に構成された部分１３８は、針１６の平坦化された部分であり、その部分は、針の
幅を１つの方向に増大させ、かつそれに垂直な方向に針の幅を減少させている。それに代
わって、上記不規則に構成された部分１３８は、局所的な突起であってもよい。
【００１６】
針１６の近位の端部において、針の内部空間と連通している中空の空間１３を有する、針
のハブ１２が取り付けられている。上記針のハブ１２における遠位のステップ部は、上記
カテーテルのハブ２６の近位の端部と隣接する。針のハブ１２がカテーテルのハブ２６に
対して相対的にこの位置にあるとき、針１６の遠位の端部と針先１８とは、カテーテル２
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４の遠位の端部から突出している。
【００１７】
針先１８において、国際出願の国際公開ＷＯ９９／０８７４２号の明細書に記述され、ま
たそれに添付された図１０Ａ、図１０Ｂ及び図１１に図示された針保護手段と一般に同様
の方法で構成された、針保護手段１２０が設けられる。しかしながら、また、上記針保護
手段１２０は異なる形状で作られてもよく、従来技術によって多数の形状が提案される。
特に、針保護手段１２０は、針１６をクランプするためのいかなるクランプ手段を備える
ことも必要としない。
【００１８】
図１では準備状態にあり、図２では保護状態にあるように図示された針保護手段１２０は
、スプリング状の鋼にてなる一体化された部品である。それは、針１６に対して横方向に
延在し、開口部を有した後壁部１２６を備えている。上記開口部は、針１６の不規則に構
成された部分１３８と嵌合する嵌合要素１２７を形成する。上記開口部又は嵌合要素１２
７は、針１６の上で自由に移動できるが、不規則に構成された部分１３８を通過できない
ように大きさを決められる。従って、後壁部１２６は、不規則に構成された部分１３８と
針のハブ１２との間で移動することができる。
【００１９】
針保護手段１２０の後壁部１２６の端部から、アーム部１２２及び１２４が突出し、上記
アーム部１２２及び１２４は一般に遠位の方向を向けられ、各アーム部１２２及び１２４
が針１６の異なる側に位置することによって互いに交差する。各アーム部１２２及び１２
４の端部において、遠位の末端の前壁部１２９及び１３０が各アーム部１２２及び１２４
に対して直交するように配置されている。アーム部１２２及び１２４と遠位の末端の前壁
部１２９及び１３０との間の遷移部分において、外側に向けられた曲げ部１２８又は屈曲
部が位置している。前壁部１２９及び１３０の自由端においてそれぞれ、９０°よりも曲
げられた唇状部１３２が設けられている。アーム部１２２は、針保護手段１２０の保護さ
れた状態（図２）において前壁部１２９及び１３０が互いに衝突しないように、他のアー
ム部１２４よりも短くなっている。前壁部１２９及び１３０は、上記保護状態において、
それらが針先１８を覆うことができ、かつ針先１８が他の部品又は人体と接触することに
対して保護できるように、アーム部１２２及び１２４よりも広くなっている。
【００２０】
針保護手段１２０は、カテーテルのハブ２６の中に保持される。この目的のために、カテ
ーテルのハブ２６の内壁の周りで１周して延在する環状の突起１３６ａが設けられる。各
唇状部１３２が、針１６の外壁をそれぞれ反対の側から付勢する一方（図１）、各曲げ部
１２８は突起１３６ａの後側を把持する。針１６がカテーテル２４から離れるように移動
されるとき、針保護手段１２０は、針１６がカテーテルのハブ２６を摺動して通過するよ
うに、カテーテルのハブ２６に保持される。針先１８が唇状部１３２を通過するとき、ア
ーム部１２２及び１２４は、前壁部１２９及び１３０が針先１８を覆っている図２に示さ
れた位置へと、弾力的に移動する。この状態において、嵌合要素１２７は、針保護手段１
２０が針１６の遠位の端部を超えて摺動することを防止されるように、不規則に構成され
た部分１３８と隣接している。
【００２１】
図１に図示された実施形態において、突起１３６ａは、完全に円形でかつ連続な形状で作
られる。針保護手段１２０のアーム部１２２及び１２４がもはや針１６によって支持され
ず、内部に向かって弾力的に移動するときまで、針１６がカテーテルのハブ２６から離れ
るように移動されるとき、環状の突起１３６ａは、針保護手段１２０をカテーテルのハブ
２６の中に保持する。ここで、突起１３６ａは、カテーテルのハブ２６に対して、例えば
射出成形によって、一体化されて鋳型成形される。
【００２２】
図４に図示された実施形態において、カテーテルのハブの内側に方向付けられた突起１３
６ｂは、一般にＣ字型の形状にてなる。上記Ｃ字形状の突起１３６ｂは、カテーテルのハ
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ブ２６の内側の環状の溝に部分的に嵌合するように設けられた、金属の止めリングにて作
ることができる。この方法で、止めリングを、それが対応する溝と固定的に嵌合するよう
になるまでカテーテルのハブ２６に挿入することによって、突起１３６ｂを製造すること
ができる。
【００２３】
図５は、中間の中断部１３７を用いて突起１３６ｃが２つのセグメントに分割されている
もう１つの代替例を示す。各セグメントは、上記中間の中断部１３７よりも大きく円周上
で延在した部分を有する。さらに、上記円周上で延在した部分は、針保護手段１２０の遠
位の末端の前壁部１２９及び１３０の幅よりも非常に大きい。好ましくは、内側に向かっ
て突出する一般に環状の突起は、針保護手段１２０の遠位の末端の前壁部１２９及び１３
０のそれぞれの幅よりも大きい幅を有する中断部を持たない。前壁部１２９及び１３０の
幅よりも小さいように大きさを定められている複数の中断部１３７は、針保護手段１２０
が意図せずに中断部１３７を通過し、それによって針先１８を覆わずにカテーテルのハブ
２６から摺動して出てしまうことを防止する。本発明によれば、針１６がカテーテル２４
から離れるように移動されるときに針保護手段１２０がカテーテルのハブ２６の中にしっ
かりと保持される限りにおいて、一般に環状の突起を形成する任意個の分離したセグメン
トを提供することができる。
【００２４】
図６及び図７に図示されたように、針１６の不規則に構成された部分１３８は、反対の向
きに方向付けられた２つの凸部１３８ａと、またそこにおいて直角に互いに逆向きに設け
られた２つの凹部１３８ｂとが生成されるように、好ましくは変形によって形成される。
凸部１３８ａは、針１６が図１に図示されたようなカテーテル２４の中を移動することが
可能なように十分に小さい幅を有するが、針保護手段１２０の基部の壁部１２６において
嵌合要素１２７を形成する開口部を通過 ように大きい幅Ｗを有する。
【００２５】
図１に図示された静脈カテーテル装置は、不規則に構成された部分１３８が針１６上に生
成される前に、針保護手段１２０を針１６の針先１８にわたって押し出すことによって組
み立てられる。次いで、針１６は、針保護手段１２０の基部の壁部１２６における開口部
である嵌合要素１３４を通過する。各遠位のアーム１３２は押して互いに分離され、針１
６はそれらの間を通過する。次いで、不規則に構成された部分１３８は、針保護手段１２
０が不規則に構成された部分１３８と針のハブ１２との間に保持されるように針１６上に
生成される。
【００２６】
次いで、針１６とその上に配置された針保護手段１２０とは、鋭い針先１８がカテーテル
２４に入るようにカテーテルのハブ２６中に挿入される。針１６は、針保護手段１２０の
２つの曲げ部１２８が突起１３６ａと隣接する程度に、カテーテル２４中に挿入される。
【００２７】
各曲げ部１２８が環状の突起１３６ａと隣接するとき、針保護手段１２０の前進運動は停
止される。この前進運動はまた、針保護手段１２０がその前進運動の間に圧縮されるよう
に、カテーテルのハブ２６の内壁がテーパ状に形成されているので、より早く停止される
場合がある。針保護手段１２０を前進させることができないときは、針保護手段１２０を
、針保護手段１２０の各曲げ部１２８が突起１３６ａと固定的に嵌合するまで、カテーテ
ルのハブ２６の中に前進させるために、所定の工具が使用される。この目的のために、各
曲げ部１２８が、突起１３６ａにわたって移動させるために互いの方向に向かって弾力的
に動かされるように、針保護手段１２０の上に、上記工具を用いて適当な力を作用させる
必要がある。次いで、それらは再び、外側に向かって移動し、カテーテルのハブ２６の内
壁に対して押圧する。このとき、針保護手段１２０は図１に図示されたような準備位置に
ある。
【００２８】
針保護手段１２０を挿入するための工具は、任意の適当な形態を有することができる。好
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ましくは、図８に図示された、全体の長さにわたって延在する長手方向のスロット２０２
を有する簡単なピン２００を備えた工具が用いられる。工具２００は、針保護手段１２０
を前進させる一方、針１６を上記スロット２０２の中に収容することができる。
【００２９】
針１６が引き込まれるとき、曲げ部１２８が環状の突起１３６ａからは自由に動作しかつ
針保護手段１２０が針１６とともにカテーテルのハブ２６から離れるように移動できるよ
うに、針保護手段１２０の唇状部１３２が針先１８と固定的に嵌合するまで、環状の突起
１３６ａは針保護手段１２０を保持する。
【００３０】
本発明に係る実施形態の、スプリングクリップを備えた静脈カテーテル装置を組み立てる
代替方法は、突起１３６ｂが開いた止めリングである、図４に図示された実施形態を用い
ることによって実現される。この場合、開いた止めリングは、針保護手段１２０の近位の
端部と遠位の端部との間に位置するように、針保護手段１２０上で摺動することができる
。これに先行して、針保護手段１２０は、針１６の上に摺動して配置され、次いで、針１
６は不規則に構成された部分１３８を生成するために変形される。その後、針保護手段１
２０と開いたリング１３６ｂとは、同じ工具によってカテーテルのハブ２６の中に同時に
挿入される。
【００３１】
上記工具は、好ましくは、それぞれが針保護手段１２０の１つの側に沿って延在する２つ
の指部を備える。これらの指部を用いて、開いたリング１３６ｂは、針保護手段１２０の
近位の端部よりもさらに奥へカテーテルのハブ２６の中に押し込まれる。従って、針保護
手段１２０を環状の突起１３６ｂ上に押し出すことは不要である。それとは逆に、針保護
手段１２０と環状の突起１３６ｂとは一緒に挿入される。従って、環状の突起１３６ｂは
、針保護手段１２０が上記固定的な環状の突起１３６ｂと固定的に嵌合するようにカテー
テルのハブ２６の中に挿入され、針１６が引き込まれるまでその状態のまま保持される。
【００３２】
図９及び図１０は、しっかりと固定する異なる方法を可能にする、装置のもう１つの実施
形態を示している。ここでは、環状の突起１３６ｄは、それが各セグメントの間に少なく
とも４つの中断部１３７を備え、針保護手段１２０ａのコーナー部２５０が上記中断部１
３７を介して小さな力か、又は力を全くかけずに押し込まれるように適応されて構成され
る。針保護手段１２０ａが突起１３６ｄの裏側に位置するまでカテーテルのハブ２６の中
に挿入されたとき、針保護手段１２０ａが回転されることによって、４つのコーナー部２
５０は、図１０に図示されたように突起１３６ｄの各セグメントの裏側に位置される。従
って、針保護手段１２０ａは、針１６が引き込まれるまでカテーテルのハブ２６に保持さ
れる。
【００３３】
図９及び図１０に図示されたように、針保護手段１２０を、一般に正方形の輪郭を有する
針保護手段１２０ａとして形成することが適当であるが、針保護手段１２０ａに係る他の
矩形又は多角形の輪郭もまた適当に用いることができる。コーナー部２５０が突起１３６
ｄの各セグメントと隣接するように針保護手段１２０ａが回転されたとき、針保護手段１
２０ａを上記中断部１３７を介して容易に押しこむことができ、次いで突起１３６ｄと固
定的に嵌合するように、突起１３６ｄの中断部１３７を配置することだけが必要である。
【００３４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係る静脈カテーテル装置によれば、カテーテルのハブを備
えた近位の端部を有する管状のカテーテルと、
上記カテーテルの中に挿入されるように適応された針とを備え、上記針は、針のハブを備
えた近位の端部を有し、上記針のハブは、上記針の遠位の端部における針先が上記カテー
テルから突出するように、上記カテーテルのハブと隣接し、
上記針の上にシフトするように適応された一体化された針保護手段を備え、上記針保護手
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段は、上記カテーテルのハブの中空の空間の中に配置され、上記針が上記カテーテルに対
して相対的に引き込まれるときに上記針の不規則に構成された部分と嵌合することによっ
て、上記針保護手段を上記カテーテルのハブの近位の端部から離れるように移動する嵌合
要素を備え、
上記カテーテルのハブの中空の空間の中に突出する突起を備え、上記突起は、上記針保護
手段のための保持要素を形成する静脈カテーテル装置において、
上記突起は、一般に環状の形状にてなり、上記カテーテルのハブの少なくとも２つの対向
する位置に延在する。
【００３５】
従って、針保護手段を備えた静脈カテーテル装置において、カテーテルのハブの中空の空
間における針保護手段の信頼性のある支持を保証し、また、針保護手段をカテーテルのハ
ブにおいてしっかりと固定することを容易化することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る静脈カテーテル装置の縦断面図である。
【図２】図１の針１６がカテーテル２４から離れるように移動されたときの、針先１８を
保護する針保護手段１２０を有する針の遠位の端部を示す図である。
【図３】図１の静脈カテーテル装置の直線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿った横断面図である。
【図４】小さな中断部１３７を備えた本質的に環状の突起１３６ｂを有する、第２の実施
形態に係る静脈カテーテル装置の、図３と同様の部分の横断面図である。
【図５】各セグメントが２つの中断部１３７によって互いに分離された２つの部分にてな
る環状の突起１３６ｃを備えた、第３の実施形態に係る静脈カテーテル装置の、図３と同
様の部分の横断面図である。
【図６】図１の図示された針１６の遠位領域の概略的な側面図である。
【図７】図６に図示された針１６を、矢印ＶＩＩによって示された方向から図示した図で
ある。
【図８】本発明の１つの実施形態に係る、針保護手段１２０をしっかりと固定するための
道具２００の斜視図である。
【図９】カテーテルのハブ２６の中空の空間の中に挿入できるように方向付けられている
針保護手段１２０ａを備えた本発明のもう１つの実施形態に係る静脈カテーテル装置の横
断面図である。
【図１０】針保護手段１２０ａが突起１３６ｄの複数のセグメントの後側に把持され、か
つ突起１３６ｄと嵌合するように、針保護手段１２０が約４５度回転された後の状態を示
す図９と同様の横断面図である。
【符号の説明】
１２…針のハブ、
１３，２７…中空の空間、
１６…針、
１８…針先、
２４…カテーテル、
２６…カテーテルのハブ、
１２０，１２０ａ…針保護手段、
１２２，１２４…アーム部、
１２６…後壁部、
１２７，１３４…嵌合要素、
１２８…曲げ部、
１２９，１３０…前壁部、
１３２…唇状部、
１３６ａ，１３６ｂ，１３６ｃ，１３６ｄ…突起、
１３７…突起の中断部、
１３８…不規則に構成された部分、
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１３８ａ…凸部、
１３８ｂ…凹部、
２００…工具、
２０２…スロット、
２５０…コーナー部。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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